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が
上
位
を
占
め
、
動
画

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
必
要

性
、
重
要
性
が
増
す
時
代

の
中
で
動
画
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
活
用
法
と
実
際
に

動
画
の
製
作
過
程
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活

用
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は

「
情
報
量
が
多
い
」
「
拡

散
さ
れ
や
す
い
」
「
理
解

度
、
商
品
購
入
率
の
上

昇
」
等
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
好
ま
れ
る
動
画
の
長

さ
は
ど
の
ア
プ
リ
を
使
う

か
に
も
よ
り
ま
す
が
比
較

的
１
分
以
内
の
動
画
が
好

ま
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
今
回
の
講
座
で

は
動
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を

上
げ
る
た
め
に
い
か
に
売

れ
る
「
企
画
」
、
伝
わ
る

「
構
成
」
、
取
り
こ
ぼ
し

の
な
い
「
撮
影
」
、
洗
練

さ
れ
た
「
編
集
」
、
フ
ァ

ン
を
増
や
す
「
配
信
」
を

し
、
端
的
に
伝
え
る
か
、

そ
し
て
「
何
を
明
確
に
伝

え
た
い
か
」
を
踏
ま
え

て
、
ど
の
よ
う
な
動
画
に

す
る
か
の
説
明
を
受
け
た

後
、
実
際
に
受
講
者
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
１
分
間

Ｐ
Ｒ
動
画
の
企
画
、
構
成

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
カ
メ
ラ
の
高
さ

や
距
離
、
明
る
さ
の
調

整
、
音
や
場
所
と
い
っ
た

実
際
に
動
画
を
撮
影
す
る

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出

演
す
る
人
物
に
つ
い
て
も

表
情
や
服
装
、
ヘ
ア
ス
タ

イ
ル
等
の
他
、
姿
勢
や
し

ぐ
さ
、
話
し
方
の
注
意
点

が
挙
げ
ら
れ
、
動
画
や
画

像
の
編
集
に
お
す
す
め
の

ア
プ
リ
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
、
参
加
さ
れ
た

方
々
は
「
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作

成
に
つ
い
て
興
味
が
あ

る
」
、
「
動
画
の
ク
オ
リ

テ
ィ
を
高
め
た
い
」
、

「
Ｅ
Ｃ
販
売
の
強
化
を
し

た
い
」
「
動
画
作
成
の
基

礎
を
学
び
た
い
」
と
い
っ

た
方
々
が
多
く
、
受
講
さ

れ
た
後
も
今
回
の
講
座
に

つ
い
て
「
わ
か
り
や
す

か
っ
た
。
実
際
に
動
画
を

作
成
す
る
よ
う
な
講
座
も

受
け
た
い
」
と
い
っ
た
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
10
月
28
日
（
金
）
に
御

坊
商
工
会
議
所
４
階
に
お

い
て
、
御
坊
市
創
業
支
援

事
業
の
一
環
と
し
て
「
ス

マ
ホ
で
簡
単
！
１
分
間
Ｐ

Ｒ
動
画
作
成
講
座
」
を
現

役
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

で
あ
り
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

タ
ー
で
あ
る
福
村
多
美
子

氏
を
講
師
に
迎
え
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
ま
す
ま
す
ネ
ッ

ト
活
用
時
代
へ
と
変
化

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
が

人
々
の
心
を
掴
む
キ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

動
画
広
告
の
市
場
規
模
も

年
々
拡
大
し
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
内

容
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
視
聴

「
ス
マ
ホ
で
簡
単
！

　
　
１
分
間
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
講
座
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

「
ス
マ
ホ
で
簡
単
！

　
　
１
分
間
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
講
座
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

セミナー
「
ス
マ
ホ
で
簡
単
！

　
　
１
分
間
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
講
座
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

新春賀礼会のご案内
　「新春賀礼会」を下記のとおり開催いたします。当地方の発展と各位のご繁栄を祝福致し
たく存じますので、何卒お誘い合わせの上、ご参加賜りますようご案内申し上げます。
　但し、今後の新型コロナウイルス感染状況によっては、中止とさせていただく場合がご
ざいます。
※当日は感染リスクの防止のためマスクの着用、手指の消毒をお願いすると共に、発熱・体調不良
　の方のご参加はご遠慮下さい。
※本年は新型コロナウイルス感染症予防の為、例年の立食を控えさせていただきます。

１．日　時　令和５年１月4日（水）  午後５時30分～（受付開始 午後５時00分より）
２．会　場　御坊商工会館　4階　大会議室
３．会　費　2,000円　（但し、参加申込みと同時にお支払下さい。）
４．申込期日　令和４年12月９日（金）
５．申込先　御坊商工会議所　（申込書は当所にご用意しています）

＊参加者芳名録印刷の都合もありますので、 期日厳守 をお願いします。

お問い合わせ･･･御坊商工会議所　和歌山県御坊市薗 350-28　
　　　　　　　 TEL( 0 7 3 8 ) 2 2 - 1 0 0 8 　FAX( 0 7 3 8 ) 2 3 - 1 2 4 5

　

12月29日（木）～１月３日（火）までお休みさせて頂きます。
ご迷惑お掛けしますが、よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御坊商工会議所

年末年始
　事業所用ゴミ袋販売について

☆☆ ☆☆

お問い合わせは、御坊商工会議所まで（ＴＥＬ２２－１００８）

★珠算・暗算検定

申込期間

１２月１９日（月）～１月１１日（水）

級

２月12日（日）

試験日

段位・珠算１～８級

　　　暗算１～６級
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査
・
研
究
を
早
期
に
実

施
す
る
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
。

⑷
増
水
を
緩
和
す
る
た

め
、
東
裏
川
か
ら
西
川

に
か
け
て
の
水
門
（
カ

ル
バ
ー
ト
）
工
事
を
早

急
に
お
願
い
し
た
い
。

⑸
暴
風
雨
時
に
は
、
国
道

42
号
線
の
御
坊
か
ら
水

越
峠
を
経
由
し
て
広
川

町
ま
で
の
区
間
、
及
び

高
速
道
路
御
坊
イ
ン

タ
ー
か
ら
有
田
イ
ン

タ
ー
間
に
お
い
て
、
両

方
の
道
路
が
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。緊
急
時

の
避
難
道
路
と
し
て
の

観
点
か
ら
も
、
雨
風
に

強
い
道
路
改
修
を
お
願

い
し
た
い
。　

⑹
日
高
川
水
系
河
川
整
備

計
画
に
よ
る
、
天
理
教

湯
川
分
教
会
前
の
県
道

交
差
点
か
ら
日
高
川
堤

防
ま
で
の
18
ｍ
道
路
地

中
に
放
水
路
を
設
置
し

て
、
日
高
川
に
放
流
す

る
計
画
の
早
期
実
現
を

お
願
い
し
た
い
。

３
．木
材
産
業
活
性
化
対

策
に
つ
い
て

⑴
紀
州
材
活
性
化
活
用
推

進
対
策
に
つ
い
て

①
公
共
施
設
、特
に
学
校
等

へ
の
工
事
発
注
の
際
に

は
、設
計
内
訳
書
に
お
い

て
県
産
材
（
紀
州
材
）
の

利
用
、木
造
化
を
積
極
的

に
お
願
い
し
た
い
。

②
紀
州
材
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
、農
業
用
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
骨
材
を
パ

イ
プ
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
、間
伐
材
や
小
径
木

を
使
用
し
、Ｊ
Ａ
等
に
協

力
を
得
て
農
業
試
験
場

（
暖
地
園
芸
セ
ン
タ
ー
）

な
ど
で
試
験
棟
を
建
て
、

デ
ー
タ
化
し
て
頂
き
可

能
な
限
り
実
用
化
で
き

る
よ
う
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　
特
に
、
こ
こ
数
十
年

建
築
技
術
が
大
工
施
工

か
ら
機
械
化
（
プ
レ

カ
ッ
ト
）
に
著
し
く
工

業
規
格
製
品
化
が
進
み

ま
し
た
。今
や
間
伐
材

や
小
径
木
な
ど
の
規
格

外
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

等
々
の
燃
料
用
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
は
建
築
用
材
、
構
造

材
と
し
て
の
強
度
等
に

全
く
問
題
な
く
（
和
歌

山
県
林
業
試
験
場
で
実

験
済
）使
用
可
能
で
す
。

新
た
な
紀
州
材
を
活
用

し
た
新
用
途
の
研
究
、

商
品
化
に
是
非
と
も
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

⑵
木
材
住
宅
建
築
助
成
制

度
の
Ｐ
Ｒ
を
引
き
続
き

実
施
し
て
頂
く
と
共
に

施
主
だ
け
で
な
く
、
施

工
業
者
へ
も
助
成
制
度

が
適
用
さ
れ
る
よ
う
引

き
続
き
特
段
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
た
い
。　

①
本
助
成
制
度
に
係
る
申

請
書
類
が
、極
め
て
煩
雑

で
す
。申
請
書
類
の
簡
略

化
を
お
願
い
し
た
い
。

②
従
来
の
限
定
で
は
な

く
、
全
て
オ
ー
プ
ン
で

住
宅
及
び
非
住
宅
物
件

で
紀
州
材
の
使
用
し
た

物
件
に
助
成
処
置
と
し

て
㎥
当
た
り
５
，
０
０

０
円
を
申
請
者
全
て
の

物
件
を
対
象
に
助
成
し

て
頂
け
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。　

⑶
森
林
環
境
譲
与
税
の
有

効
活
用
に
つ
い
て

　
　
平
成
31
年
度
よ
り
、

国
か
ら
分
配
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
「
森
林
環

境
譲
与
税
」
の
使
途
に

つ
い
て
は
、
御
坊
市
の

よ
う
に
森
林
を
も
た
な

い
市
町
村
に
お
い
て

も
、
人
工
林
の
伐
採
や

人
材
育
成
、
担
い
手
の

確
保
等
、
木
材
利
用
促

進
や
普
及
啓
発
に
し
か

活
用
で
き
ま
せ
ん
。ま

た
、
都
道
府
県
に
お
い

て
は
こ
れ
ら
の
取
組
を

行
う
市
町
村
の
支
援
等

に
森
林
環
境
譲
与
税
を

あ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
和
歌
山

県
よ
り
、「
森
林
環
境
譲

与
税
」
の
取
組
状
況
や

使
途
事
例
に
つ
い
て
県

内
市
町
村
に
周
知
し
、

森
林
・
林
業
へ
の
理
解

促
進
に
繋
が
る
よ
う
、

紀
州
材
を
県
産
材
と
し

て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も

ら
い
た
い
。ま
た
、木
材

の
購
入
や
木
材
加
工
を

行
う
際
に
は
、
当
地
域

の
加
工
業
者
を
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
で
き

れ
ば
全
国
の
各
市
町
村

と
連
携
を
結
ん
で
、
木

材
活
性
化
を
図
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　

４
．近
畿
自
動
車
道
紀
勢

道
に
つ
い
て

　
紀
伊
半
島
を
周
回
で
き

る
自
動
車
専
用
道
路
の
早

期
実
現
及
び
紀
勢
道
　
南

紀
田
辺
Ｉ
Ｃ
〜
す
さ
み
南

Ｉ
Ｃ
間
に
追
越
車
線
の
新

設
を
お
願
い
し
た
い
。

５
．Ｊ
Ｒ
阪
和
線
・
紀
勢

線
に
つ
い
て

　
早
朝
の
海
南
駅
始
発
（ 

６
：
３
９
発
）
の
特
急
を

御
坊
駅
始
発
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
利
用
客
の
増
加

が
大
い
に
見
込
め
る
為
、

是
非
お
願
い
し
た
い
。ま

た
、
紀
州
路
快
速
の
御
坊

駅
ま
で
の
延
伸
も
併
せ
て

お
願
い
し
た
い
。

６
．新
た
な
観
光
名
所
の

施
設
に
つ
い
て

⑴
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト

充
実
の
為
、
設
置
に
つ

い
て
の
助
成
制
度
の
創

設
を
引
き
続
き
お
願
い

し
た
い
。

⑵
観
光
客
に
対
し
て
、
災

害
時
の
避
難
経
路
及
び

避
難
場
所
等
の
周
知
徹

底
の
為
、
案
内
板
の
充

実
を
お
願
い
し
た
い
。

７
．道
の
駅
設
置
に
つ
い
て

　
市
内
、
国
道
42
号
線
沿

い
・
道
成
寺
付
近
へ
地
元

の
農
産
物
、
水
産
物
を
販

売
で
き
る
道
の
駅
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光

客
誘
致
、
就
業
の
場
の
確

保
・
緊
急
避
難
場
所
等
に

繋
が
る
の
で
是
非
と
も
お

願
い
し
た
い
。ま
た
、道
の

駅
設
置
の
際
に
は
、
店
舗

の
骨
材
等
に
紀
州
材
の
使

用
を
お
願
い
し
た
い
。

御
坊
市
か
ら
設
置
に
つ
い

て
の
相
談
が
あ
っ
た
際
に

は
県
か
ら
の
助
言
・
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

８
．雇
用
対
策
に
つ
い
て

⑴
魅
力
あ
る
地
元
企
業
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、雇
用

創
出
に
努
め
て
ほ
し
い
。

⑵
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

す
す
め
て
ほ
し
い
。

９
．そ
の
他
要
望
事
項

⑴
各
商
店
街
に
設
置
さ
れ

た
防
犯
カ
メ
ラ
に
対
し

て
、
更
新
・
修
繕
に
掛

か
る
費
用
の
補
助
を
お

願
い
し
た
い
。

⑵
認
知
さ
れ
て
き
た「
き
の

く
に
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」を
な
お
一
層

充
実
さ
せ
、継
続
実
施
を

お
願
い
し
た
い
。

⑶
地
元
を
育
て
る
こ
と
か

ら
、
地
元
発
注
を
強
く

望
む
。

⑷
高
速
道
路
の
４
車
線
化

に
伴
い
、
地
域
外
か
ら

の
通
行
客
が
よ
り
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
　
通
行
客
に
御
坊
市
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と

で
、
御
坊
で
の
滞
在
や

買
い
物
な
ど
の
消
費
を

促
進
さ
せ
御
坊
市
の
活

性
化
に
繋
げ
て
行
き
た

い
。そ
こ
で
、高
速
道
路

を
走
る
通
行
客
に
対
し

て
、
御
坊
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
看
板
等
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

⑸
市
内
、国
道
42
号
線
等
に

自
転
車
専
用
の
レ
ー
ン

（
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
）
の

整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

⑹
紀
中
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス

タ
の
よ
う
な
各
種
イ
ベ

ン
ト
、
大
会
等
の
誘
致

を
地
域
活
性
化
の
た
め

積
極
的
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

⑹
湯
川
小
学
校
・
中
学
校

へ
の
通
学
時
に
係
る
安

全
確
保
の
た
め
、ま
た
、

津
波
・
水
害
時
の
避
難

道
路
と
し
て
の
役
割
か

ら
湯
川
中
学
校
正
面
南

側
か
ら
、
県
道
江
川
・

小
松
原
線
ま
で
の
区
間

（
一
部
県
道
玄
子
小
松

原
線
を
含
む
）
の
歩
道

設
置
、
拡
幅
工
事
を
お

願
い
し
た
い
。ま
た
、緊

急
車
両
通
行
の
た
め
、

県
道
江
川
・
小
松
原
線

の
拡
幅
（
一
方
通
行
解

除
も
含
め
て
）
を
お
願

い
し
た
い
。

２
．津
波
・
洪
水
の
災
害

対
策
に
つ
い
て

⑴
日
高
港
第
１
期
整
備
事

業
時
に
完
成
し
た
工
業

団
地
は
ほ
と
ん
ど
が
埋

ま
り
ま
し
た
。今
後
、地

域
の
更
な
る
活
性
化
と

国
土
強
靭
化
を
力
強
く

推
進
す
る
た
め
、
大
規

模
地
震
時
の
防
災
拠
点

港
と
し
て
の
機
能
強

化
、
更
に
将
来
的
に
海

洋
風
力
発
電
の
設
置
を

見
据
え
、
第
２
期
整
備

事
業
の
早
期
着
手
を
お

願
い
し
た
い
。

⑵
津
波
対
策
と
し
て
、
西

川
入
口
（
天
田
橋
、
名

屋
・
浜
ノ
瀬
地
区
）
の

堤
防
の
嵩
上
げ
を
お
願

い
し
た
い
。

⑶
津
波
・
洪
水
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
、

安
心
し
て
人
々
が
暮
ら

せ
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
ハ
ー
ド
面
及
び
ソ

フ
ト
面
で
の
具
体
的
な

対
策
に
つ
い
て
の
調

１
．県
道
路
及
び
日
高
川

堤
防
の
新
設
・
改
修
及
び

拡
幅
に
つ
い
て

⑴
御
坊
美
山
線
（
御
坊
市

藤
田
町
地
内
）
の
外
側

へ
の
拡
幅
及
び
堤
防
強

化
に
つ
い
て
早
急
に
推

進
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

⑵
日
高
川
右
岸
（
藤
井
地

区
〜
島
地
区
間
〜
河
口

ま
で
）
の
堤
防
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。

⑶
日
高
川
左
岸（
市
道
野
口

堤
防
線
〜
市
道
岩
内
堤

防
線
間
）の
強
化
を
早
急

に
お
願
い
し
た
い
。

⑷
上
流
か
ら
の
堆
積
物
が

年
々
増
加
し
て
、
砂
州

に
堆
積
し
て
い
ま
す
。

（
大
雨
に
よ
り
藤
田
町

河
川
敷
の
グ
ラ
ン
ド
が

冠
水
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）日
高
川
の
野
口

新
橋
付
近
を
浚
渫
す
る

こ
と
で
、
河
川
の
流
下

能
力
を
高
め
て
頂
き
た

い
。特
に
日
高
川
下
流

の
野
口
新
橋
か
ら
御
坊

大
橋
付
近
の
樹
木
の
除

根
・
掘
削
を
お
願
い
し

た
い
。

⑸
川
辺
イ
ン
タ
ー
よ
り
道

成
寺
へ
の
観
光
道
路
と

し
て
、
北
吉
田
地
区
の

県
道
玄
子
小
松
原
線
、

日
高
印
南
線
、
江
川
小

松
原
線
を
拡
幅
整
備
し

て
、
観
光
資
源
の
活
性

化
に
繋
げ
て
頂
き
た

い
。ま
た
、集
中
豪
雨
に

よ
る
道
路（
堂
閉
川
）の

冠
水
が
見
ら
れ
た
事
か

ら
、
避
難
道
路
と
し
て

の
早
期
対
策
を
併
せ
て

お
願
い
し
た
い
。

令
和
５
年
度

御
坊
商
工
会
議
所
（
県
）
要
望
事
項

御
坊
商
工
会
議
所
（
県
）
要
望
事
項

場　所場　所　御坊商工会館　３階会議室

日　時　令和４年12月16日（金）
　　　午後１時～午後５時（1 時間単位での予約）

※都合により、ご相談日時の変更等のお願いをする場合がございます。
※また、個別訪問も行っておりますので、お気軽にお問合せ下さい。
※ご相談については、完全予約制となっております。

ご予約・お問合せ先　御坊商工会議所  TEL22－1008まで

　御坊商工会議所では、専門指導員（社会保険労務士）を配置した出張相談室
を設置し、就業規則作成変更、賃金・助成金等労務管理全般など、中小企業の労
働面の相談等にワン・ストップで対応しています。お気軽にお申込み下さい。

個別労務相談会 
社会保険労務士に無料で相談できます

円
の
お
買
い
物
ご
と
に
通

し
番
号
を
印
刷
し
た
ラ
ッ

キ
ー
ナ
ン
バ
ー
く
じ
１
枚

を
進
呈
し
本
年
は
６
万

５
，
０
０
０
枚
発
行
し
ま

し
た
。

　
く
じ
の
商
品
総
額
は
加

盟
店
（
１
０
５
店
舗
）
で

使
え
る
１
０
０
万
円
分
の

お
買
物
券
。

　
特
賞
は
５
万
円
分
の
お

買
物
券
、
１
等
は
１
万
円

分
の
お
買
物
券
、
２
等
は

５
，
０
０
０
円
分
の
お
買

物
券
、
３
等
は
１
，
０
０

０
円
分
の
お
買
物
券
。

　
引
換
は
令
和
４
年
11
月

30
日
時
点
で
終
了
し
て
お

り
、
使
用
期
限
は
令
和
４

　
御
坊
市
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会
（
坂
井
和
夫
理

事
長
）
が
主
催
し
た
「
２

０
２
２
ご
ぼ
う
商
店
街

ラ
ッ
キ
ー
ナ
ン
バ
ー
く

じ
」
の
抽
選
会
が
去
る
11

月
14
日
（
月
）
に
御
坊
商

工
会
館
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
抽
選
会
に
は
坂
井
和
夫

理
事
長
、
小
池
佐
左
夫
副

理
事
長
、
丸
山
新
仁
理

事
、
第
10
代
宮
子
姫
の
貴

志
う
ら
ら
さ
ん
（
紀
陽
銀

行
）
、
廣
辻
華
さ
ん
（
き

の
く
に
信
用
金
庫
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
か
ら
11
月
13

日
ま
で
の
間
１
，
０
０
０

年
12
月
15
日
（
木
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
坂
井
理
事
長
は
「
皆
さ

ん
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
、
無
事
抽
選
会
を
終
了

で
き
ま
し
た
。
参
加
店
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

12
月
23
日
（
金
）
が
換
金

期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
お
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
引
き
続
き
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
」
と
コ

メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

ラ
ッ
キ
ー
ナ
ン
バ
ー
く
じ

　
　
　
　
　抽
選
会
開
催
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し
た
い
。

（11）
津
波
・
水
害
の
避
難
道

路
整
備
対
策
と
し
て
、

井
関
御
坊
線
の
一
方
通

行
全
面
解
除
に
向
け
て

早
期
整
備
を
お
願
い
し

た
い
。

２
．
道
路
関
係
に
つ
い
て

⑴
渋
滞
が
多
発
し
て
い
る

御
坊
駅
前
交
差
点（
県
道

江
川
・
小
松
原
線
、
御

坊
停
車
場
線
、
市
道
駅

前
・
道
成
寺
線
）の
改
良

（
ク
ラ
ン
ク
の
解
消
及

び
信
号
設
置
等
）、
避
難

道
路
と
し
て
の
役
割
か

ら
、
早
急
に
対
策
を
お

願
い
し
た
い
。

３
．
施
設
関
係
に
つ
い
て

⑴
御
坊
総
合
運
動
公
園
の

野
球
場
に
、
社
会
人
や

大
学
野
球
部
に
よ
る
合

宿
等
、
多
目
的
な
利
用

が
見
込
め
る
た
め
、
雨

天
で
も
練
習
で
き
る
多

目
的
室
内
練
習
場
の
設

置
を
早
急
に
お
願
い
し

た
い
。
　

⑵
国
道
42
号
線
沿
い
・
道
成

寺
付
近
へ
の
地
元
の
農
産

物
、
水
産
物
を
販
売
で
き

る
道
の
駅
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
観
光
客
誘

致
・
就
業
の
場
の
確
保
・

緊
急
避
難
場
所
等
に
繋
が

る
の
で
是
非
と
も
お
願
い

し
た
い
。

　
　
ま
た
、
道
の
駅
設
置

の
際
に
は
、
紀
州
材
の

使
用
を
お
願
い
し
た
い
。

⑶
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
の

た
め
に
観
光
の
拠
点
と

な
る
道
の
駅
な
ど
の
施

設
設
立
に
つ
い
て
の
検

討
会
を
開
催
し
て
頂
き

た
い
。

⑷
災
害
時
の
停
電
に
備

え
、
避
難
場
所
へ
の

「
ソ
ー
ラ
ー
街
路
灯
」

の
設
置
、
観
光
客
に
対

し
て
災
害
時
の
避
難
経

路
及
び
避
難
場
所
等
の

周
知
徹
底
の
為
、
太
陽

光
発
電
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

設
置
を
含
め
、
更
な
る

誘
導
照
明
灯
等
や
案
内

板
の
充
実
を
お
願
い
し

た
い
。

４
．
そ
の
他
要
望
事
項

⑴
安
心
安
全
の
街
づ
く
り

の
た
め
に
、
通
学
路
・

幹
線
道
路
及
び
市
街
地

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
是
非
と
も
お
願
い

し
た
い
。

⑵
各
商
店
街
に
設
置
さ
れ

た
防
犯
カ
メ
ラ
に
対
し

て
、
更
新
・
修
繕
に
掛

か
る
費
用
の
補
助
を
お

願
い
し
た
い
。

⑶
公
共
施
設
・
観
光
地
等

に
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ

ト
を
充
実
さ
せ
る
為
、

設
置
に
つ
い
て
の
助
成

制
度
の
創
設
を
引
き
続

き
お
願
い
し
た
い
。

⑷
認
知
さ
れ
て
き
た
「
き

の
く
に
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
な
お

一
層
充
実
さ
せ
、
継
続

実
施
を
お
願
い
し
た
い
。

⑸
御
坊
駅
前
ス
ペ
ー
ス
の

効
率
的
な
利
用
を
図
る

為
、
関
連
交
通
機
関
等

と
調
整
を
図
り
、
タ
ク

シ
ー
駐
車
場
の
縮
小
も

含
め
、
一
般
駐
車
場
の

拡
幅
を
お
願
い
し
た
い
。

⑹
観
光
情
報
を
内
外
に
発

信
す
る
た
め
、
よ
り
内

容
を
充
実
さ
せ
た
Ｉ
ｎ

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
（
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
等
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積
極
的
に
活

用
し
た
観
光
地
Ｐ
Ｒ
に

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
。

⑺
森
林
環
境
譲
与
税
の
有

効
利
用
に
つ
い
て
平
成

31
年
度
よ
り
、
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
「
森
林
環
境
譲

与
税
」
の
使
途
に
つ
い

て
は
、
御
坊
市
の
よ
う

に
森
林
を
も
た
な
い
市

町
村
に
お
い
て
も
、
人

工
林
の
伐
採
や
人
材
育

成
、
担
い
手
の
確
保

等
、
木
材
利
用
促
進
や

普
及
啓
発
に
し
か
活
用

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
、
森
林
を
も
た
な

い
市
町
村
が
、
木
材
や

木
材
加
工
品
を
購
入
す

る
際
、
御
坊
市
内
の
木

材
加
工
業
者
を
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
大
津

市
や
藤
井
寺
市
な
ど
の

姉
妹
都
市
へ
ア
プ
ロ
ー

チ
し
、
各
市
町
村
と
も

連
携
を
結
ん
で
、
紀
州

材
を
Ｐ
Ｒ
し
、
木
材
活

性
化
の
パ
イ
プ
役
と

な
っ
て
頂
き
た
い
。

⑻
魅
力
あ
る
地
元
企
業
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
雇

用
創
出
に
努
め
て
頂
き

た
い
。

⑼
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
て
頂
き
た
い
。

（10）
地
元
を
育
て
る
こ
と
か

ら
、
地
元
発
注
を
強
く

お
願
い
し
た
い
。

（11）
高
速
道
路
の
４
車
線
化

に
伴
い
、
地
域
外
か
ら

の
通
行
客
が
よ
り
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
通
行
客
に
御
坊

市
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
で
、
御
坊
で
の
滞
在

や
買
い
物
な
ど
の
消
費

を
促
進
さ
せ
御
坊
市
の

活
性
化
に
繋
げ
て
行
き

た
い
。
そ
こ
で
、
高
速

道
路
を
走
る
通
行
客
に

対
し
て
、
御
坊
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
看
板
等
の

設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

（12）
市
内
、
国
道
42
号
線
等

に
自
転
車
専
用
の
レ
ー

ン
（
サ
イ
ク
ル
ロ
ー

ド
）
の
整
備
を
お
願
い

し
た
い
。

（13）
紀
中
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス

タ
の
よ
う
な
各
種
イ
ベ

ン
ト
、
大
会
等
の
誘
致

を
地
域
活
性
化
の
た
め

積
極
的
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

水
害
対
策
と
し
て
、
大

雨
に
よ
る
農
業
用
水
路

の
逆
流
防
止
の
た
め
、

水
門
の
設
置
を
早
急
に

お
願
い
し
た
い
。

⑺
川
辺
イ
ン
タ
ー
よ
り
道

成
寺
へ
の
観
光
道
路
と

し
て
、
北
吉
田
地
区
の

県
道
玄
子
小
松
原
線
、

日
高
印
南
線
、
江
川
小

松
原
線
を
拡
幅
整
備
し

て
、
観
光
資
源
の
活
性

化
に
繋
げ
て
頂
き
た

い
。
ま
た
、
集
中
豪
雨

に
よ
る
道
路（
堂
閉
川
）

の
冠
水
が
見
ら
れ
た
事

か
ら
、
避
難
道
路
と
し

て
の
早
期
対
策
を
併
せ

て
お
願
い
し
た
い
。

⑻
湯
川
小
学
校
・
中
学
校

へ
の
通
学
時
に
係
る
安

全
確
保
の
た
め
、
ま

た
、
津
波
・
水
害
時
の

避
難
道
路
と
し
て
の
役

割
か
ら
、
湯
川
中
学
校

正
面
南
側
か
ら
、
県
道

江
川
・
小
松
原
線
ま
で

の
区
間
（
一
部
県
道
玄

子
小
松
原
線
を
含
む
）

の
歩
道
設
置
、
拡
幅
工

事
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
緊
急
車
両
通
行

の
た
め
、
県
道
江
川
・

小
松
原
線
の
拡
幅
（
一

方
通
行
解
除
も
含
め

て
）
を
お
願
い
し
た
い
。

⑼
津
波
対
策
と
し
て
、
西

川
入
口
（
天
田
橋
、
名

屋
・
浜
ノ
瀬
地
区
）
の

堤
防
の
嵩
上
げ
を
お
願

い
し
た
い
。

（10）
津
波
・
洪
水
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
、

安
心
し
て
人
々
が
暮
ら

せ
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
ハ
ー
ド
面
及
び
ソ

フ
ト
面
で
の
具
体
的
な

対
策
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究
を
早
期
に
実

施
す
る
こ
と
を
お
願
い

１
．
津
波
・
洪
水
の
災
害

対
策
に
つ
い
て

⑴
日
高
港
第
１
期
整
備
事

業
時
に
完
成
し
た
工
業

団
地
は
ほ
と
ん
ど
が
埋

ま
り
ま
し
た
。
今
後
、

地
域
の
更
な
る
活
性
化

と
国
土
強
靭
化
を
力
強

く
推
進
す
る
た
め
、
大

規
模
地
震
時
の
防
災
拠

点
港
と
し
て
の
機
能
強

化
、
更
に
将
来
的
に
海

洋
風
力
発
電
の
設
置
を

見
据
え
、
第
２
期
整
備

事
業
の
早
期
着
手
を
お

願
い
し
た
い
。

⑵
御
坊
美
山
線
（
御
坊
市

藤
田
町
地
内
）
の
外
側

へ
の
拡
幅
及
び
堤
防
強

化
に
つ
い
て
早
急
に
推

進
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お

願
い
し
た
い
。
特
に
県

と
連
携
を
強
化
し
て
、

早
急
な
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

⑶
日
高
川
右
岸
（
藤
井
地

区
〜
島
地
区
間
〜
河
口

ま
で
）
の
堤
防
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。
　

⑷
日
高
川
左
岸（
市
道
野
口

堤
防
線
〜
市
道
岩
内
堤

防
線
間
）の
強
化
を
早
急

に
お
願
い
し
た
い
。　

⑸
上
流
か
ら
の
堆
積
物
が

年
々
増
加
し
て
、
砂
州

に
堆
積
し
て
い
ま
す
。

（
大
雨
に
よ
り
藤
田
町

河
川
敷
の
グ
ラ
ン
ド
が

冠
水
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
）
日
高
川
の
野

口
新
橋
付
近
を
浚
渫
す

る
こ
と
で
、
河
川
の
流

下
能
力
を
高
め
て
頂
き

た
い
。
特
に
日
高
川
下

流
の
野
口
新
橋
か
ら
御

坊
大
橋
付
近
の
樹
木
の

除
根
・
掘
削
を
お
願
い

し
た
い
。

⑹
日
高
川
左
岸
に
お
け

る
、
野
口
新
橋
付
近
の

令
和
５
年
度

御
坊
商
工
会
議
所
（
市
）
要
望
事
項

御
坊
商
工
会
議
所
（
市
）
要
望
事
項



〒644-0003  
本　社　和歌山県御坊市島919-1
電　話　２３－０８８８
ＦＡＸ　２４－０８８７

　代表取締役　古　田　　　章

株式会社　古田鉄工所
有限会社　川辺鉄工所

ISO 9001:2015/ISO 14001:2015
TAMAI-GUMI

CO.,LTD.
総合建設設計施工

株式会社
代表取締役 山 本 義 博
玉 井 組

〒644－0002
御坊市薗42番地の１（中央通り）
　T E L　２２－０４７４㈹
　FAX　２２－１５４７
　URL:http://www.tamaigumi.com/

御坊商工会議所ニュース 第 366 号（４）令和４年12月
 

20
〜
40
代

の
若
い
世

代
を
中
心

に
サ
ウ
ナ

が
は
や
っ

て
い
ま

す
。
友
人

同
士
で
一

緒
に
サ
ウ

ナ
に
出
か

け
る
「
サ

活
（
サ
ウ

ナ

活

動
）
」

や
、
サ
ウ

ナ
好
き
を

表
す
「
サ

ウ
ナ―

」

と
い
う
言

葉
も
こ
の

世
代
で
は

す
っ
か
り

定
着
し
た

よ
う
で
す
。
こ
の
世
代
が

サ
ウ
ナ
の
効
用
と
し
て
挙

げ
る
言
葉
が
「
と
と
の
う

（
整
う
）
」
で
す
。

　
日
常
の
心
身
の
疲
れ
や

ス
ト
レ
ス
を
「
乱
れ
」
と

み
な
し
、
そ
れ
を
正
常
な

状
態
に
整
え
る
と
い
う
意

味
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

「
と
と
の
う
」
と
い
う
言

葉
は
、
サ
ウ
ナ
用
語
の
枠

を
超
え
て
、
一
般
的
な
価

値
を
表
す
言
葉
と
し
て
他

の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
「
と
と
の
う

コ
ス
メ
」
や
「
と
と
の
う

パ
ン
ツ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
商
品
が
発
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
10
年
ほ
ど
、
20
〜

40
代
の
働
く
女
性
を
中
心

に
定
着
し
て
い
た
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
癒
や
し
」
で

し
た
。
こ
れ
は
現
在
も
続

い
て
い
ま
す
が
、
「
癒
や

し
」
と
い
う
言
葉
が
、
ダ

メ
ー
ジ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら

の
解
放
や
回
復
を
意
味
し

て
い
た
の
に
比
べ
て
、

「
と
と
の
う
」
の
方
が
や

●御坊商工会議所青年部  情報通信

　11月10日（木）～12日（土）の間、大阪府枚方市にて「第40回全国
会長研修会喜多大阪会議」が開催されました。
　御坊商工会議所からは４名が出席。喜多大阪会議は会員総会、YEG
フォーラム、会長研修会など他府県のYEG会員と話す機会が多く、意
見交換や交流を図ることができました。　　　
　青年部では今後も、県内外の会合に積極的に参加して参ります。

日本商工会議所青年部
全国会長研修会 喜多大阪会議に出席！

　楽しい会員交流委員会では、11月18日（金）に「GOBOYEG 
MUSIC FESTIVAL2022」をテーマにSoundcafe NEIROにて委員会
対抗カラオケバトルを開催しました。
　参加者は楽しいイベント委員会、楽しい会員交流委員会、楽しい研
究委員会の３チームに分かれて「ソロ」、「デュエット」、「グルー
プ」の部門ごとに曲を歌い、得点を競いました。　　　
　のど自慢の猛者たちが圧倒的な歌唱力を披露するなか、最も得点を
稼いで優勝したのは楽しい研究委員会チームでした。

御坊商工会議所青年部
11月例会を開催しました！

　当商工会議所職員の小森が会員事業所への突撃インタビューをして、「商売人の声」をお届けいたします。
　今月の訪問は、小松原の線路沿いにお店を構える“h.chérie”（ヘアードットシェリー）。明るくかわいらしいインテリアの店内で優しい笑顔の
松下憲子さんに早速、突撃インタビュー！！
　憲子さんは令和元年に独立し、ご自身のお店をオープンさせました。
　店名に使っている“chérie”はフランス語で「親愛なる、大切なひと（もの）」という意味でお客様への思いから付けたそうです。
　店内も「みんなにくつろいでもらえるように」とおしゃれでかわいらしい雰囲気になるようにこだわっています。「このお店は予約優先制でお客
様と１対１で対応しているのでその点も安心してくつろいで頂ける点だと思います。」との事。
　さらにお店の入口にスロープを付け、店内にもスペースを設ける等をして、車いすの方やベビーカーで小さなお子さん連れの方であっても周りに
気を遣わず、ゆっくりとした時間を過ごせるように工夫をされています。

　また、ヘッドスパ等のメニューをおすすめしており、ヘッドスパの“クリームバス”はクリームで頭皮をマッサー
ジすることで緊張などを緩和し、リラックス効果やデスクワークによる肩こりや眼精疲労を解消、抜け毛や枝毛の予
防、育毛効果なども期待できるそう。そして“炭酸スカルプ”というメニューでは毛穴の汚れを落とし、頭皮の血行
も促進するもので心地よい刺激があり男性の方にも人気だそうです。
　「お客様へ感謝しながら営業しています。皆様によろ
こんでいただけるよう頑張ってまいります。」と話して
くれました。慌ただしい年の瀬も近づいてきましたが、
たまにはヘッドスパ等でゆっくりと落ち着いた時間を過
ごしてみてはいかがでしょうか。

●今月の突撃・ターゲット

松下　憲子 さん

「ヘッドスパで心も身体もリラックスできる美容室！｣　

突撃！

インタビ
ュー！！ 経営指導員

事業所訪問
こもり 行くが

h.chérie（ヘアードットシェリー）

御坊には色んなシゴトがあるけれど、その実態がよくわからない。
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！

そんな思いに応えてさまざまなシゴトを突撃インタビュー！

のり   こまつ した

所在地　　和歌山県御坊市湯川町小松原５２２－６
ＴＥＬ　　0738-24-1188
時　間　　９：00～18：00
定休日　　第３日曜日、毎週月曜日
ご予約優先のためお電話でのご予約をお願いいたします。


